
          

『校長 EBI 日誌 ⑨』 

 

夏季休業明けの全校集会から早くも１か月が経ちました。 

集会の話では、「自分のいのちを守る・人のいのちを尊ぶ」という前回のテーマを振り返っての中で、熊本県で起きた大きな地震と千葉県での記録

的な大雨に触れ、被害を受けた方々への心からのお見舞いを生徒・職員と共有しています。この連休中も、台風 25 号の影響による甚大な被害が次々

に報告され、不安の中で過ごしていらっしゃる方も多いことでしょう。海老名高校の生徒たちもまた、様々な市町村から通学しています。特に、自然

災害発生時の状況は地域によりまちまちですので、生徒自身やご家庭での判断をお願いすることがあります。登校の判断

など不安な時は、学校に伝えてくださいね。５連休前に職員室で先生方とも共有しましたが、何より安全を最優先にしてま

いりましょう。 

 

９月・10月は校長としての出張が特に多い時期です。数えたところ、９月の稼業日 1９日のうち出張が８回入っていま

した。もちろん仕事ではあるものの、学校で過ごせないことには寂しい思いもあります。それでも、副校長と教頭というバ

ディのおかげで、安心して学校を離れることができます。「チーム管理職」で、共に頑張っています。シルバーウィーク明

けも、終日学校を離れての業務でした。 

今日はやっと朝の職員との打合せに参加、生徒たちの様子も見に行くことができました。５階の１年生から２階の３年

生の教室前までゆっくり歩いていくのですが、先生方のハリのある声や生徒たちの和やかな話し合いの様子が廊下に響いてきます。歩く順番はその

日の気分で変わるのですが、経路は昇降口や駐輪場、表参道からの外周や体育館・ピロティに武道場も含み、グラウンドで体育の授業を行っていれば

そちらにも足を延ばします。もちろん図書館や保健室

も覗かせてもらいます。何か落ちていれば拾おうと小

さな袋を手にして校長室を出るのですが、ほとんど収

穫(？)はありません。海老校生たち、学校をきれいに

使ってくれてありがとう。  

お昼休みにバトン部の生徒たちが校長室に挨拶に

来てくれました。さすが、挨拶の立ち姿も美しいです。

左は顧問のN 先生と。生徒たちの笑顔で元気もチャー

ジしてもらいました！   【令和８年９月２５日】  


